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治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

設
計
・
施
工
技
術
の
向
上
や
関
係
者

の
意
欲
高
揚
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
国
有
林
野
の
公
益
的
機
能
の

発
揮
や
森
林
・
林
業
の
成
長
産
業
化

に
貢
献
し
た
治
山
工
事
・
林
道
工
事

で
他
の
模
範
と
な
る
も
の
を
毎
年
度

表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
は
、
関
東
森
林
管
理

局
管
内
に
お
い
て
前
年
度
に
完
成
し

た
治
山
工
事
85
件
、
林
道
工
事
21
件

の
内
、
署
等
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
17

件
を
対
象
に
、
学
識
経
験
者
や
林
業

家
な
ど
３
名
の
外
部
有
識
者
を
含
む

審
査
委
員
会
に
よ
り
、
「
コ
ス
ト
縮

減
」
「
技
術
提
案
」
「
環
境
配
慮
」

の
テ
ー
マ
別
に
、
施
工
体
制
、
施
工

状
況
、
出
来
形
、
出
来
ば
え
等
に
着

目
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
審
査
委
員
会
で
は
、
６
件
の
優

秀
工
事
が
選
ば
れ
、
林
野
庁
に
上
申

し
た
後
、
林
野
庁
本
庁
で
の
審
査
が

行
わ
れ
、
吾
妻
森
林
管
理
署
管
内
の

深
沢
復
旧
治
山
工
事
（
H
28
二
次
補

正
）
（
施
工
者

：

株
式
会
社
武
藤
組
）

が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
、

そ
の
ほ
か
の
治
山
工
事
１
件
、
林
道

工
事
２
件
が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
受
賞
４
件
の
工
事
を
、
以

下
に
紹
介
し
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞
は
、
前
述
の
と

お
り
吾
妻
森
林
管
理
署
管
内
で
施
工

さ
れ
た
深
沢
復
旧
治
山
工
事
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
施
工
者
は
株
式
会
社

武
藤
組
で
す
。

こ
の
工
事
で
は
、
治
山
ダ
ム
（
鋼

製
自
在
枠
）
を
施
工
す
る
に
あ
た
り
、

大
き
な
石
礫
が
不
安
定
な
状
態
で
堆

積
し
て
い
る
現
場
条
件
の
悪
い
場
所

で
掘
削
斜
面
に
お
け
る
安
全
対
策
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
間
詰
工
の
中

詰
め
の
石
を
当
初
設
計
は
購
入
で
見

込
ん
で
い
た
も
の
を
、
施
工
段
階
で

現
地
に
て
発
生
し
た
石
を
活
用
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
衝
部

（
水
が
当
た
る
箇
所
）
は
現
地
の
巨

石
を
敷
並
べ
て
構
造
物
の
洗
掘
防
止

を
図
り
、
良
好
な
出
来
映
え
と
な
っ

て
お
り
、
コ
ス
ト
縮
減
や
景
観
に
配

慮
さ
れ
た
施
工
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
鋼
製
自
在
枠
に
使
用
す
る

現
地
に
て
発
生
し
た
中
詰
め
の
石
に

つ
い
て
、
重
量
を
測
定
し
設
計
荷
重

を
満
た
す
よ
う
、
ス
ケ
ル
ト
ン

バ
ケ
ッ

ト
の
使
用
に
よ
り
均
一
な
規
格
の
石

を
選
別
し
、
中
詰
め
の
石
の
配
置
に

つ
い
て
も
独
自
に
検
証
を
行
う
な
ど
、

品
質
の
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い
る
点

も
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

林
野
庁
長
官
賞
の
１
つ
目
は
、
山

梨
森
林
管
理
事
務
所
管
内
で
施
工
さ

れ
た
野
呂
川
小
樺
沢
復
旧
治
山
工
事

で
す
。
施
工
者
は
小
林
建
設
株
式
会

社
で
す
。

一
般
に
川
幅
が
広
い
た
め
長
さ
の

あ
る
治
山
ダ
ム
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
伸
縮
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、
一

定
延
長
毎
に
伸
縮
継
目
を
作
り
ま
す
。

伸
縮
継
目
を
設
置
す
る
た
め
の
型
枠

は
通
常
コ
ン
ク
リ
ー
ト
硬
化
後
取
外

し
撤
去
し
ま
す
が
、
こ
の
工
事
の
現
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場
で
は
、
技
術
的
に
工
夫
し
打
設
に

影
響
な
く
残
存
さ
せ
る
こ
と
で
、
伸

縮
継
目
を
挟
み
隣
り
合
う
箇
所
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
を
同
時
に
打
設
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
、
工
期
の
短
縮
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
木
材
の
有
効

活
用
に
よ
り
上
流
側
の
水
抜
管
の
目

詰
ま
り
防
止
対
策
を
実
施
し
構
造
物

の
機
能
を
高
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

将
来
的
に
残
存
型
枠
丸
太
の
剥
離
を

防
ぐ
観
点
か
ら
、
自
主
的
に
丸
太
か

ら
角
材
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
耐
久

性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
か
つ
美
観
に

優
れ
た
工
事
の
施
工
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
技
術

的
に
優
れ
て
い
る
と
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
静
岡
森
林
管
理
署
管

内
で
施
工
さ
れ
た
大
洞
第
二
支
線
林

業
専
用
道
新
設
外
工
事
で
す
。
施
工

者
は
小
野
建
設
株
式
会
社
で
す
。

こ
の
工
事
は
、
ス
コ
リ
ア
土
壌
と

い
う
崩
れ
や
す
く
流
出
し
や
す
い
特

殊
な
土
質
条
件
の
中
で
、
現
地
の
細

か
な
土
質
変
化
に
対
応
し
た
工
種
の

検
討
・
選
定
、
現
地
支
障
木
の
有
効

的
な
活
用
（
柵
工
に
利
用
）
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
注
者
の
自

主
的
な
提
案
に
よ
り
、
土
質
に
応
じ

て
、
切
土
掘
削
勾
配
の
安
定
を
図
る

た
め
に
通
常
よ
り
緩
い
勾
配
に
し
て

施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点

が
技
術
的
に
優
れ
て
い
る
と
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

３
つ
目
は
、
東
京
神
奈
川
森
林
管

理
署
管
内
で
施
工
さ
れ
た
法
行
沢
林

道
改
良
工
事
で
す
。
施
工
者
は
河
津

建
設
株
式
会
社
で
す
。

こ
の
工
事
は
、
県
立
自
然
公
園
内

で
の
施
工
で
、
木
材
（
残
存
丸
太
型

枠
）
使
用
の
徹
底
、
環
境
負
荷
を
軽

減
す
る
た
め
の
打
継
目
処
理
対
策

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
硬
化
の
際
に
打
継

表
面
に
残
存
す
る
不
純
物
を
沢
に
出

さ
な
い
）
等
、
環
境
に
対
し
て
の
多

様
な
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

景
観
的
に
出
来
映
え
も
良
好
で
、
渓

流
部
の
修
景
を
図
る
た
め
綺
麗
に
整

地
さ
れ
、
施
工
を
取
り
巻
く
周
辺
環

境
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
点
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
大
臣
賞
、
林
野
庁
長
官

賞
に
つ
い
て
は
２
月
20
日
に
林
野
庁

に
お
い
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
ま

た
、
関
東
森
林
管
理
局
で
は
３
月
６

日
（
東
京
事
務
所
）
と
３
月
14

日

（
関
東
森
林
管
理
局
）
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
開
催
し
、
以
上

の
４
件
の
ほ
か
、
優
良
な
工
事
と
し

て
選
考
さ
れ
た
13
件
の
工
事
に
、
関

東
森
林
管
理
局
長
賞
を
授
与
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
臣
賞
、
長
官
賞
を
受

賞
し
た
工
事
の
現
場
代
理
人
等
に
関

東
森
林
管
理
局
長
賞
を
授
与
し
ま
し

た
。今

後
と
も
表
彰
制
度
を
継
続
す
る

こ
と
に
よ
り
、
森
林
管
理
局
職
員
と

受
注
者
が
、
コ
ス
ト
縮
減
や
新
た
な

技
術
の
導
入
、
環
境
へ
の
配
慮
等
を

図
る
た
め
積
極
的
に
創
意
工
夫
を
行

い
、
よ
り
良
い
工
事
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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今
月
の
表
紙

「
田
代
山
山
頂
の
湿
原
」

（
福
島
県
南
会
津
町
）

南
会
津
町
の
田
代
山
は
標
高
1
，

9
7
1
ｍ
、
そ
の
山
頂
は
高
層
湿
原

と
な
っ
て
お
り
、
面
積
の
約
半
分
が

国
有
林
で
す
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
を

は
じ
め
と
す
る
多
種
多
様
な
高
山
植

物
な
ど
貴
重
な
生
態
系
を
有
し
て
お

り
、
ま
た
、
山
頂
か
ら
の
雄
大
な
眺

望
も
素
晴
ら
し
く
、
尾
瀬
国
立
公
園

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
隣
に
は
尾
瀬
の
大
江
湿
原
と
燧
ヶ

岳
、
会
津
駒
ヶ
岳
な
ど
の
名
山
に
名

湯
、
秘
湯
も
数
多
く
あ
り
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
奥
会
津
の
自
然
を
楽
し
め
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
や
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
国
有
林
を
保

全
し
て
ま
い
り
ま
す
。



３
月
８
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い

て
「
第
22
回
森
林
（
も
り
）
は
友
達
！

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
、
受

賞
者
（
30
名
の
う
ち
28
名
出
席
）
と
保

護
者
の
方
々
等
を
合
わ
せ
、
88
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
関
東
森

林
管
理
局
管
内
の
う
ち
茨
城
県
、
埼
玉

県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

山
梨
県
及
び
静
岡
県
に
所
在
す
る
森
林

管
理
署
、
森
林
管
理
事
務
所
及
び
高
尾

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
が
行
っ

た
森
林
教
室
や
体
験
林
業
等
に
参
加
し

た
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
に
、
体
験

を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
自
ら
作
文
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
理

解
や
関
心
を
よ
り
一
層
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
「
森
林
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
実
行
委
員
会
」
（
一
般
社
団
法
人
東

京
林
業
土
木
協
会
と
関
東
森
林
管
理
局

東
京
事
務
所
で
構
成
）
が
毎
年
度
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

平
成
９
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
年
度
で
22
回

目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
総
参
加
者
数

は
約
25
千
人
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
21
団
体
（
小
学
校
）
か
ら

過
去
最
高
の
１
，
９
２
０
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
の
林
野
庁
長

官
賞
に
は
、
「
森
林
と
水
と
人
間
」
と

題
し
て
、
「
森
林
と
水
と
人
間
は
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
自
分
自
身
の

考
え
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ
の
つ

な
が
り
が
く
ず
れ
る
こ

と
を
心
配
す
る
と
と
も

に
、
一
人
ひ
と
り
の
努

力
が
こ
の
現
状
を
く
つ
が
え
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て

的
確
に
表
現
し
た
、
横
浜
市
立
谷
本
小

学
校
６
年
生
の
高
見
恵
花
さ
ん
が
受
賞

し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
「
森
林
と
ふ
れ

あ
う
感
動
」
「
間
伐
体
験
や
炭
焼
き
体

験
で
の
発
見
」
「
地
球
温
暖
化
防
止
や

多
様
な
生
物
の
す
み
か
と
し
て
の
森
林

の
大
切
さ
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
次

代
を
担
う
子
供
た
ち
の
作
品
が
受
賞
し

ま
し
た
。
（
優
秀
賞
11
作
品
、
努
力
賞

18
作
品
）

ま
た
、
寺
川
東
京
事
務
所
長
か
ら

「
木
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
の
ミ
ニ
森

林
教
室
が
行
わ
れ
、
「
た
く
さ
ん
本
を

読
ん
で
、
文
書
を
書
く
こ
と
が
大
切
」

「
こ
れ
か
ら
も
森
林
を
愛
し
て
、
木
を

身
近
に
、
た
く
さ
ん
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
体
験
学

習
を
通
し
て
、
森
林
・
林
業
の
大
切
な

役
割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

（５）平成３１年４月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７８号

森
林(

も
り)

は
友
達
！
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

東
京
事
務
所

受賞した高見恵花さん



【
赤
谷
の
森
の
猛
禽
類
調
査
】

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
で
は
、
赤

谷
の
森
の
エ
リ
ア
内
に
生
息
し
て
い
る
イ

ヌ
ワ
シ
１
ペ
ア
と
ク
マ
タ
カ
７
ペ
ア
（
隣

接
エ
リ
ア
3
ペ
ア
含
む
）
の
調
査
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
を
行
う
チ
ー

ム
をA

S
T
R

（A
kaya

S
pecial

T
eam

fo
r
R
apto

rs

）と
命
名
し
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
中
核
3
団
体
（
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
協
議
会
、(

公
財)

日
本
自
然
保
護

協
会
、
関
東
森
林
管
理
局
）
と
、
一
般
の

方
が
協
力
し
て
調
査
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

イ
ヌ
ワ
シ
は
羽
を
広
げ
る
と
２
ｍ
近

く
に
な
る
大
型
の
鳥
で
、
全
国
で
５
０
０

羽
程
度
が
生
息
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ク
マ
タ
カ
も
同
じ
く
１
ｍ
70
cm

程
に
な
る
大
型
の
猛
禽
類
で
、推
定
で
全

国
に
２
千
羽
程
生
息
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類
（
近
い
将
来

に
お
け
る
野
生
で
の
絶
滅
の
危
険
性
が

高
い
種
）
に
指
定
さ
れ
全
国
で
保
護
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
2
種
類
の
猛
禽
類
が
共
に
生
息

し
、
か
つ
繁
殖
し
て
い
る
地
域
は
珍
し
く

赤
谷
の
森
は
大
変
貴
重
な
生
態
系
と
い

え
ま
す
。こ
の
2
種
類
は
生
態
や
利
用
す

る
環
境
が
大
き
く
異
な
り
、
両
種
が
繁

殖
し
続
け
る
生
態
系
は
生
物
多
様
性
に

富
む
と
共
に
、
生
産
性
の
豊
か
さ
を
有

し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
を
守
り
ま
た
向
上

さ
せ
る
こ
と
は
生
物
多
様
性
の
維
持
あ

る
い
は
復
元
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
2
種
類
の
猛

禽
類
の
科
学
的
な
現
状
評
価
が
必
要
で

あ
り
、AS

T
R

に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
調
査

で
、
繁
殖
ペ
ア
の
分
布
区
域
と
繁
殖
率
、

営
巣
環
境
や
食
性
な
ど
が
徐
々
に
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

A
S
T
R

調
査
は
イ
ヌ
ワ
シ
と
ク
マ
タ
カ

そ
れ
ぞ
れ
別
に
行
わ
れ
、委
託
事
業
に
よ

る
も
の
と
自
主
的
な
も
の
を
含
め
年
間

約
50
日
間
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調

査
は
春
先
に
繁
殖
し
た
か
ど
う
か
の
確

認
の
た
め
、抱
卵
や
雛
へ
の
給
餌
行
動
等

の
確
認
や
、
夏
以
降
に
は
幼
鳥
の
巣
立

ち
や
そ
の
後
の
行
動
調
査
、幼
鳥
が
巣
か

ら
離
れ
て
か
ら
の
食
べ
物
等
の
残
渣
調

査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
観
察
は
イ
ヌ

ワ
シ
は
営
巣
地
の
近
く
、
ク
マ
タ
カ
は
巣

が
見
え
る
場
所
か
ら
も
行
い
ま
す
。
た
だ

し
、
イ
ヌ
ワ
シ
も
ク
マ
タ
カ
も
非
常
に
繊

細
な
生
き
物
で
、
特
に
繁
殖
期
は
人
間

の
気
配
に
と
て
も
敏
感
に
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
で
き
る
だ
け
少
人
数
で
、ま
た

姿
が
見
え
な
い
よ
う
気
を
遣
っ
て
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
営
巣
場
所
や

観
察
ポ
イ
ン
ト
の
情
報
が
、
観
察
マ
ナ
ー

を
知
ら
な
い
方
に
広
ま
る
と
子
育
て
や

生
息
に
悪
影
響
が
出
て
し
ま
う
た
め
、A

S
T
R

に
参
加
い
た
だ
く
方
に
は
情
報
管

理
に
つ
い
て
誓
約
書
を
書
い
て
か
ら
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平成３１年４月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７８号（６）

赤谷のイヌワシ（撮影者：上田大志 氏）

クマタカの飛翔（撮影者：阿出川栄次 氏）

巣の下で残骸調査見つかった残骸



今
年
度
の
調
査
で
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
に
つ

い
て
は
残
念
な
が
ら
、
２
０
１
６
年
、
２

０
１
７
年
の
2
年
連
続
成
功
に
続
い
て
の

3
年
連
続
の
繁
殖
成
功
と
は
な
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、ク
マ
タ
カ
は
7
ペ
ア
の
う
ち
エ

リ
ア
内
1
ペ
ア
、
隣
接
1
ペ
ア
の
2
ペ
ア

が
繁
殖
に
成
功
し
雛
が
巣
立
っ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
6
月
に
は
、
み
な
か
み
町

立
新
治
小
学
校
の
児
童
た
ち
も
環
境
学

習
の
一
環
と
し
て
巣
の
中
の
ク
マ
タ
カ
の

雛
の
様
子
な
ど
の
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
イ
ヌ

ワ
シ
と
ク
マ
タ
カ
の
生
息
す
る
希
有
な
こ

の
赤
谷
の
森
の
保
全
と
復
元
を
目
指
す

と
と
も
に
、地
域
の
豊
か
な
自
然
と
生
き

物
の
未
来
の
守
り
手
で
あ
る
子
供
た
ち

へ
の
環
境
教
育
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
名
が
な
い
頃
か
ら
食
べ
て
い
た
?!
」

ド
ウ
シ
ン
タ
ケ
（
食
用
）

（
テ
ン
グ
タ
ケ
科

テ
ン
グ
タ
ケ
属
）

８
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け
て
、

主
に
海
岸
の
松
林
に
散
生
し
ま
す
。

カ
サ
は
、
４
㎝
か
ら
10
㎝
位
で
表
面
は
、

黒
色
か
ら
黒
褐
色
で
溝
線
が
あ
り
、
湿
っ

て
い
る
時
は
多
少
の
粘
性
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ダ
は
、
離
生
し
白
色
で
縁
が
黒
く
縁

ど
ら
れ
て
い
ま
す
。

柄
は
、
７
㎝
か
ら
10
㎝
位
で
白
色
の
地

に
黒
色
の
ダ
ン
ダ
ラ
模
様
が
あ
り
、
上
部

に
は
、
灰
白
色
の
ツ
バ
（
内
皮
膜
）
が
あ

り
、
根
元
に
は
、
白
色
の
深
い
袋
状
の
ツ

ボ
（
外
被
膜
）
が
あ
り
ま
す
。

和
名
「
ド
ウ
シ
ン
タ
ケ
」
は
、
和
名
が

付
け
ら
れ
る
前
か
ら
新
潟
県
の
紫
雲
寺
地

方
で
、
こ
の
き
の
こ
を
「
ド
ウ
シ
ン
」
と

呼
ん
で
食
べ
て
お
り
、
発
生
場
所
も
紫
雲

寺
地
方
以
外
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、

地
元
で
呼
ば

れ
て
い
た
名

前
を
そ
の
ま

ま

採

用

し

「
ド
ウ
シ
ン

タ
ケ
」
と
い

う
和
名
が
付

け
ら
れ
ま
し

た
。

「
あ
な
た
も
舞
っ
て
み
よ
う
」

マ
イ
タ
ケ
（
食
用
）

（
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
科

マ
イ
タ
ケ
属
）

秋
に
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
の
根
元
等

に
発
生
し
ま
す
。

カ
サ
の
色
は
、
黒
褐
色
か
ら
黒
色
、
形

は
扇
型
で
、
径
は
２
㎝
か
ら
５
㎝
、
縦
に

重
な
り
ま
す
（
裏
は
管
孔
）
。

柄
は
５
㎝
か
ら
10
㎝
あ
り
ま
す
。

扇
形
カ
サ
の
集
合
体
で
大
き
い
も
の
で

は
、
直
径
30
㎝
高
さ
30
㎝
重
さ
は
10
㎏
に

も
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

和
名
「
マ
イ
タ
ケ
」
は
、
見
つ
け
た
人

が
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
舞
を
舞
っ
た
こ
と
が

由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（７）平成３１年４月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７８号

クマタカ学習会（新治小学校の子供たち）

き
の
こ
特
集

営巣木のモミの木（中央部が巣）

マイタケの老菌

（胞子を飛ばしたあと）



私
が
勤
務
す
る
河
津
森
林
事
務
所

は
、
早
咲
き
の
「
河
津
桜
発
祥
の
地
」

と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
、
毎
年
２

～
３
月
に
開
催
さ
れ
る
桜
祭
り
期
間

中
は
１
０
０
万
人
以
上
が
来
訪
す
る

ほ
ど
の
賑
わ
い
が
あ
る
河
津
町
に
所

在
し
て
い
ま
す
。

管
轄
区
域
は
、
伊
豆
半
島
を
南
北

に
分
断
す
る
天
城
山
系
の
南
東
部
に

位
置
す
る
河
津
町
、
東
伊
豆
町
及
び

下
田
市
で
あ
り
、
約
４
，
７
０
０
ha

の
国
有
林
と
２
０
０
ha
の
官
行
造
林

地
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

森
林
事
務
所
が
管
理
す
る
国
有
林

は
、
明
治
維
新
以
前
は
徳
川
幕
府
の

所
領
に
属
し
、
そ
の
後
内
務
省
所
管

と
な
り
、
明
治
22
年
に
御
料
地
に
編

入
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
22
年
の
林
政

統
一
に
よ
り
河
津
営
林
署
が
設
置
さ

れ
平
成
４
年
に
は
天
城
営
林
署
と
の

統
廃
合
が
行
わ
れ
、
平
成
13
年
８
月

ま
で
河
津
森
林
経
営
セ
ン
タ
ー
が
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
廃

止
後
は
、
そ
れ
ま
で
営
林
署
等
（
昭

和
か
ら
平
成
に
変
わ
る
時
代
の
職
員

数
約
１
０
０
名
）
が
担
っ
て
き
た
地

域
の
窓
口
や
地
元
と
の
調
整
、
並
び

に
旧
営
林
署
管
轄
区
域
の
森
林
事
務

所
の
面
倒
見
役
と
し
て
の
機
能
を
当

事
務
所
が
担
い
、
地
域
に
親
し
ま
れ

る
国
有
林
と
し
て
の
管
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

標
高
１
，
０
０
０
m
を
超
え
太
平

洋
に
面
し
た
天
城
山
系
は
、
年
間
４
，

０
０
０
mm
を
超
え
る
多
雨
地
帯
で
、

稜
線
部
分
に
は
ブ
ナ
を
中
心
と
し
た

天
然
林
が
広
が
り
、
山
頂
か
ら
海
岸

線
ま
で
数
十
km
と
急
峻
な
地
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。
標
高
８
０
０
m
以
下
に

は
ス
ギ
を
中
心
と
し
た
人
工
林
が
造

成
さ
れ
、
現
在
で
は
成
熟
期
を
迎
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
有
林
内
に
は

昭
和
天
皇
在
位
50
年
を
記
念
し
、
天

皇
陛
下
に
ゆ
か
り
の
深
い
森
林
を
中

心
に
、
約
１
，
２
０
０
ha
の
「
昭
和

の
森
・
天
城
山
自
然
休
養
林
」
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
養
林
内
に
は
、

64
種
類
の
野
鳥
観
察
が
可
能
と
言
わ

れ
る
「
野
鳥
の
森
」
も
設
定
さ
れ
、

初
心
者
で
も
安
心
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
等
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
比
較
的
首
都

圏
か
ら
近
く
、
温
泉
や
海
水
浴
な
ど

の
旅
行
の
つ
い
で
に
手
頃
に
利
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
観
光
客
が

立
ち
寄
る
国
有
林
で
も
あ
り
ま
す
。

過
去
に
は
架
線
集
材
が
主
流
で
皆

伐
・
再
造
林
施
業
が
進
め
ら
れ
て
き

た
こ
の
地
域
も
、
近
年
は
車
両
系
に

よ
る
列
状
間
伐
、
小
面
積
分
散
伐
採

な
ど
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
作
業
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
多
種
多
様
な
森
林
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対

策
や
労
働
安
全
の
確
保
と
真
っ
向
対

峙
し
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
で
す
。

昨
年
４
月
に
は
「
ユ
ネ
ス
コ
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、

観
光
客
も
増
え
つ
つ
あ
る
な
か
で
、

訪
れ
る
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
森
づ
く
り
を
目
指
し
て
研
鑽

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成３１年４月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１７８号（８）
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